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1. 開会 

《事務局》 

欠席者報告 下平委員、久保田委員、鈴木アドバイザー 

 

《副会長》 

心配されていた台風６号ですが、今のところ大きな影響もなく、ほっとしていたところ

でございます。本日は大変お忙しい中、第１回南アルプス市地域公共交通会議にご出席を

賜り誠にありがとうございます。それでは会議を始めさせていただきます。 

 

2. 委嘱状交付 

《事務局》 

各所属におかれましては、今年度の人事異動に伴う委員の変更がありました。委嘱状に

つきましては、恐れ入りますが机上にお配りいたしましたのでよろしくお願いいたします。 

 

3. 会長挨拶 

《会長》 

 ご苦労様です。先ほど副会長がおっしゃったとおり、今日は天気が悪い中、大きな被害

もなく、警報も出ないような状況で本当に良かったと思っています。市も朝５時から５カ

所で避難所を開設しました。避難者もありませんでしたけども、こういったことがあると、

公共交通を含めて、本日も鈴木先生が電車が動かないから来られないみたいな話に繋がっ

てくるとは思います。 

今回１回目の公共交通会議を行わせていただきます。前年度の評価とか、今年度事業に

ついて、皆さんのご意見をいただくわけですけれども、今年度につきましては、次第にあ

るようにＡＩデマンドということで、新たな取り組みになります。  

これまでも何度か説明をさせてきていただいておりますが、具体的な年度になってきま

すので、改めて皆さんのご意見を伺いたいと思います。本日はよろしくお願いします。 

 

4. 事務局紹介 

《事務局紹介》 

 

5. 議事 

《事務局》 

議事に移ります。議事の進行は地域公共交通会議条例第６条第１項の規定により、内田

会長の進行によりお願いします。 
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《会長》 

それでは早速議事に入りたいと思います。議事はそれぞれのくくりを一緒にしながら、

区切って説明をさせていただきたいと思います。 

最初に議案(1)の公共交通計画から(3)櫛形西地区コミュニティタクシー「そよかぜ号」

の運行についてまでの３件を一括で説明をしていただきたいと思います。 

 

（1） 公共交通計画(地域内フィーダー系統確保維持計画を含む)（案）について 

（2） 南アルプス市コミュニティバスの運行について 

（3） 櫛形西地区コミュニティタクシー「そよかぜ号」の運行について 

《事務局説明 資料p1～p18》 

本市にとっても今後引き続き、皆様方の意見に耳を傾けながら、利便性向上に努めてい

きたいと思っています。これからも地域住民が安心して利用できる交通手段としてコミュ

ニティバスの充実を図っていきたいと考えております。以上、議案(1)~(3)の説明をさせて

いただきました。よろしくお願いします。 

 

《会長》 

議案の(1)~(3)までの説明が終わりました。委員の皆様からご質問や、ご意見をいただけ

ればと思いますけども、いかがでしょうか？ 

次に(4)令和７年度収支決算書および監査報告と、(5)令和８年度収支予算（案）につい

て、一括で説明をお願いします。 

（4） 令和７年度収支決算書および監査報告について 

《事務局説明 資料p19》 

予算に対しての事業費減は、国庫補助金の算出方法が人口当たりの定額が示されている

のですが、前年は人口一人当たり120円×定額、令和７年度は人口一人当たり90円×定額

となり、補助金の額が下がったということで、決算額も2,384,000円減となっております。 

 

《監事》 

監査報告いたします。南アルプス市地域公共交通会議の規約第10条により、会計監査を

実施したので報告いたします。 

監査の結果、諸帳簿、証拠書類の処理も適切であり会計が正確であることを認めます。 

監査は令和８年５月21日 石川晋。以上です。 

 



- 3 - 

 

（5） 令和８年度収支予算（案）について 

《事務局説明 資料p20》 

 

《会長》 

(4)、(5)議案の説明が終わりました。委員の皆さんからご質問いかがでしょうか。 

 

《委員》 

収支の内容というより、教えていただきたいのですが、これはフィーダー系事業の補助

金の入りで、それを事業費に充てているという趣旨だと思うのですが、私個人的には燃料

費が上がったり、人件費が上がったりする中で、この事業を続けていく上で、全体的には

どうなっているのかという方が気になるんですけれども、この収支を見ると、毎年利息の

分だけ増えてくというような収支結果になっていくかと思うんですけれども、このフィー

ダー系補助金の部分だけの収支をする理由があるんでしょうか？ 

 

《事務局》 

一回補助金がこの地域公共交通会議の会計に入って、その後市の予算に入るという仕組

みになっているとご理解いただければと思います。 

 

《委員》 

市に直接だと補助金がもらえないので、公共交通会議の収支の会計をつくって、そこへ

入れるために公共交通会議で議題としてあげてもらうというのが定義になっているという

ことですか。 

 

《事務局》 

そのとおりです。 

 

《委員》 

ここで議論するのに、10,600万事業費がありますよね。それを実質、運行している山梨

交通に支払ったりしている会計が参考資料として出てこないと、ここで協議することが出

来ないと思うんですよね。そのための会議ではないかと思うんです。今の会計報告は補助

金に対してだけなので全体像が見えない。西地区とかコミュニティバス４号車から６号車

については、まったく補助金がないという考えでよろしいんですか？ 

 

《事務局》 

まず４号車から６号車につきましては、フィーダー系の補助対象となっていますが、補

助金の定められてる上限額が決まっているため、仮に４号車から６号車も併せて申請して

も同等の金額が入ってきます。事務の簡素化にもつながるということで、毎年１号車から
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３号車までの申請とさせていただいているという状況となっております。  

 

《会長》 

質問の意図ともしかしたらずれているかなと思いますけど、委員さんの質問は補助金の

部分だけじゃなくて、事業全体の話を聞いてるんだと思います。 

 

《委員》 

コミュニティバスに対する10,600万の事業費があって、その中に820万の補助金が入っ

てると。一切の事業費はこの会計では分からないじゃないですか。 幹事さんもそのへんを

どう監査しているのか？そこまで交通会議ではやらなくていいのかという問題なんですよ。

全体を把握、報告しなくていいのかと思うんです。 

 

《会長》 

要するにこれは補助金だけ受けている事業であって、事業費とかは市の会計の中に振り

込んだ年の決算の中で議会に説明していると思うんですけれども。あくまでもこれは公共

交通会議として受けた補助金の内訳の支出を説明しているだけってことでしょう。  

だけど参考として、全体事業としてどのくらいかかってるかは説明があってもいいかな

と感じます。全体は市の決算の中でしっかりと報告をしていると思います。全体で事業費

がどのくらいかかって、補助金くらいしか受けてないよみたいなことの説明を受ければ、

委員さんも事業全体が見えてくるかなということだと思います。ではまた次の機会には、

今までの全体事業を補足説明をしていただけるようにお願いします。 

次の議題に移りたいと思います。今年度ＡＩデマンドということで新たな事業になりま

す。議案(6)南アルプス市ＡＩデマンド交通の実証運行（百々・上八田地区）についてと、

(7)南アルプス市ＡＩデマンド交通の乗降場所（案）についての説明をお願いいたします。 

（6） 南アルプス市ＡＩデマンド交通の実証運行（百々・上八田地区）について 

《事務局説明 資料p21~p22》 

（7） 南アルプス市ＡＩデマンド交通の乗降場所（案）について 

《事務局説明 資料別紙》 

 

《会長》 

議案(6)(7)について説明がありました。なかなか細かいエリア、停留所の話になります

けれども、委員さんからご意見等いただければと思います。 

 

《委員》 

理解が薄いんで教えてもらいたいのですが、120カ所というのは、できるだけ住民の
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方々が利用しやすいところと、医療機関とか買い物ができる場所というのを選定したと思

うので、場所は事務局で詰めていただいたものでいいと思うんですけども、乗り方として

停留所に行った場合、この路線を通っていくんですか？それとも最短距離で行ってくれる

んですか。 ＡＩなんで、他に乗客がいた場合はそこをうまく乗り合わせていくんだと思う

んですけれども、そこをどういうふうに行くのかというのと、本当に一日中走り回ってる

ようじゃ繁盛していいかなと思うんですけど、通常の場合、どこにタクシーを待機してい

るんですか？ 

 

《事務局》 

今、質問が二点あったと思います。まず、路線についてはこのＡＩが判断して最短ルー

トを走るようになりますので、決まった路線で走るということはありません。 

二つ目の質問ですが、待機場所については運転手さんがトイレとか休憩できる場所、例

えば今想定しているところは白根窓口センター、八田窓口センターなど待機場所として考

えているところです。 

 

《委員》 

料金は一人当たりという考えでよろしいんですね。一人300円。もう一人、２人３人一

緒に乗っても一人300円ずつ。これは目的地まで行ってくれるわけですよね。 

 

《事務局》 

このエリアの中のポイントのところですね。 120カ所のポイントからポイントへ移動す

るということになります。 

 

《委員》 

病院などへ行った場合は帰りの予約をそこでするわけですか？ 

 

《事務局》 

帰りも予め時間が分かっていたら比較的乗車がしやすいので、予約していただければと

思っています。 

  

《委員》 

総括というか１カ所で管理すると思うんですよね。ＡＩでやるにしても、どこかそうい

う場所が決まってるんですか？指令センターみたいな。 

 

《事務局》 

これから業者を選定していく中で、運行業務委託でそういった業務システムを構築する

予定となってます。  
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《委員》 

各地で全国的に展開するデマンド交通の会社なんかがありますよね。そういうところの

情報も仕入れて、 地域の人たちが本当に使いやすい乗り物にならないと。また今回は実証

ですから。こういった地区は他にもたくさんあると思うんですよね。これが成功して、違

う地区にも波及するようにすれば、この地域に公共交通機関がない南アルプス市にとって

は非常に重要な事業だと思いますので、頑張ってください。 

  

《委員》 

エリア内であれば、決まった場所から決まった場所までの100 m200 mぐらいの、その途

中で止まることはできるんですか？ 

 

《事務局》 

結論から言うと、ポイントからポイントまでという形になります。  

 

《委員》 

私は障害者福祉会という関係で、100 m以上は歩けないような人たちが買い物をして荷

物があるとき。例えばコメリからセブンイレブンのちょっと手前に薬局があるんですけど。

コメリから降りて薬局まで歩くのか、そこらへんの融通を利かせていただきたい。ドライ

バーさんが習慣的にいいよって言えば行ってくれるんでしょうか。  

基本的にはエリア内のポイント、ポイントで決まっているということを、必ずしも絶対

守らなきゃいけないというのに、ちょっと疑問があるんですけどね。これは素晴らしい案

だというふうに思いますけども。ぜひ成功させていただきたいと思っています。 

 

《事務局》 

ありがとうございます。先ほど委員が言われました、途中のポイントではない所で降ろ

せるっていうところ。ものすごく申し訳ありませんが、そこは降車も乗車もできないシス

テムになります。家の前を通って、ここで降ろしてくれよと言われても、やはりポイント

まで行き、ポイントから家に歩くという、これがＡＩデマンドシステムになってしまいま

すので、ポイントからポイントということで理解してもらいたいというふうに思います。  

どうしても家からドアtoドアということになりますと、タクシーを利用してもらうこと

になってしまいますが、南アルプス市は高齢者タクシー券の方も充実していますので、そ

ちらの方も利用してもらえばと思っています。以上です。  

 

《委員》 

せっかくこれだけ細かくやっていただいて、このエリアの中であればいいということが

あるんでしょうけども。もう一歩前に進んで、50 mか100 m向こうに目的地がある人たち

には、乗る時にはポイントでないと乗れないとかっていうのは分かりますけど、降りるぐ
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らいはいいんじゃないかなっていうふうに思ってますけどね。 

 

《事務局》 

一点補足をさせていただこうと思うんですが、今回120カ所の選定については、あくま

で担当の主観と言いましょうか、先ほどのその200 m範囲でどこかいい場所がないかを中

心に見たというところがあります。今回11月のまず第一歩の部分に関して、この120カ所

でやらせていただこうと思っているんですが、あくまでこれ実証実験ですので、やってい

く中でやっぱりこっちの方がいいじゃないかとか、もしくは利用いただく方から、いや、

実は地域にはこういうところもあるんだよ。こういうみんなが集まりやすい場所もあるん

だよという意見があれば、そこも取り入れていけたらと思っています。ただこれにしても、

建設部が所管します道路整備課道路担当ですとか、南アルプス警察署交通課など、そうい

うところと協議をして、安全面とか諸条件も見ながら、今後もこの実証運行を進めていけ

ればと思っています。また是非ご意見等ありましたら、寄せていただければと思います。 

 

《委員》 

せっかくこれだけ細かくやっていただいて、多分皆さん賛成するっていうか、いい結果

が生まれると思うんですけども、人間欲がありますんで、やっぱりこういうふうにしても

らいたいとかっていうのは必ず出てきますけども、できるだけ、やわらかくしていただき

たいと思っておりますのでよろしくお願いします。ありがとうございます。 

 

《委員》  

実証実験ということですので、色々な問題が出てくると思うんですよ。まず料金、１回

300円は結構高いと思うんですよ。私はシニアクラブの代表ですけど、非常にシビアで、

今のコミュニティバスは定期券というシステムもあるし、その辺の制度も考えていただい

て、より多くの人がより使いやすいシステムにしていかないと。やっぱり地域でみんな自

分の車で行っちゃうっていうのが多いと思うんですよ。 だから障害者に対しては100円と

か、足が不自由で動けない人のためになるんだったら、障害者とか、年齢がいった人には、

美術館とかはそういうところみんな今無料となってますから、その辺も考えて。実証実験

ということで、いろんな課題が出ると思います。地域の皆さんとよくお話し合いをしてい

ただいて、良い方向に持って行っていただきたいと思います。 

 

《事務局》 

はい、ありがとうございます。料金につきましては、私たちもいろいろ考えました。同

じ規模でやっている笛吹市、それから中央市等々を参考にしました。具体的に言いますと、

笛吹市は同じ300円、中央市は500円取っているそうです。私たちが一番考えたのは、今コ

ミュニティバスが１回乗車で100円。それからタクシーの初乗料金が600円ちょうどですね。 

先ほども説明しましたが、コミュニティバスとタクシーのちょうど中間であることから、
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まず300円でいきたいと考えております。 

また、前回の地域公共交通会議で、鈴木アドバイザーが言っていた言葉も、私はすごく

印象に残ってるんですけど、安いタクシーになってはならないということをおっしゃって

ていました。 ですので、いろいろ考えた結果、まずこの実証実験は300円でいきたいと考

えております。よろしくお願いします。 

 

《委員》  

例えばコンビニまで行って降りるともう300円ですか？そこであの2~3分で買い物して、

すぐ戻って乗って帰ると倍かかってしまうってことですか？ 

 

《事務局》 

１回降りた場合に300円かかるということでお願いしたいと思います。 

 

《会長》  

いろいろとありがとうございます。委員さんが言っているように、実習受験の中でいろ

んな声が出てくると思いますので、それを踏まえて、自主運行に向けていっていただきた

いと思います。  

 

《委員》 

当社山梨交通では、基本はバス、コミュニティバスの方を運行させていただいておりま

して、様々な自治体の公共交通会議等にも出席をさせていただいております。そうした中

で、ご参考程度にこれらデマンドという部分で、皆様にもぜひご理解をいただきたいとい

う点でお願いがございます。事務局の方でもこのＡＩデマンドが、バスとタクシーの間の

ようなものだというようなことで、特に運賃体制もタクシーの初乗りよりは安いけれども、

コミュニティ交通よりは高いところというところで、ご説明いただいたところです。 現に

他の市町村等で見ると、デマンドが今度逆に便利になりすぎることで、地域のタクシーが

不要になってしまう。結果として地域内のタクシーが廃業されてしまうというような地区

もあるというふうに伺っております。この地区内には、タクシー業者さんがいらっしゃる

というとこもありますので、やはり様々な事業で両立するよう市民の足として、様々な手

段があるというような、利便性の高い地域を目指していただければというふうに思います。  

そのためにも、例えば、少し歩けるよ、ちょっと時間も余裕があるよという方はコミュ

ニティバスを使う。今日は金銭的にも余裕があるから、時間を短縮するためにもタクシー

を使おうか。その間を取ってこのデマンドを使おうかというような 様々なモードを組み合

わせて、地域の皆様にご利用いただけるような制度になっていただければと思います。最

初から広くやりすぎると、後に戻れなくなったりという部分もありますので、この実証実

験をとおして、よりよい整備を行っていただければというふうに思います。 

そうした中で事務局の方に一つだけお伺いさせていただきたいのは、他の地区で、例え
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ば本格運行になったサイトは地域の要望等を踏まえて、この公共交通会議を通して乗降ポ

イント、例えば追加をするというような事例も見られます。ちょっと先の話にはなってし

まうんですが、例えば、そういった時には、定例的に見直しをする機会を設ける予定があ

るかどうかという点。特にこの実証実験が期間は限定という中なんですが、今回この実証

実験運行の中では、あくまでここで延びていってしまうのか、それとも実証運行期間中に

何かあれば、その期間中にもちょっと追加をしようかというような案があるかどうかとい

うのを事前にお伺いできればと思いますので、お願いいたします。 

 

《事務局》 

11月から実証運行を開始しますが、ポイントは地域の方の意見を踏まえながら追加は考

えています。その時はやはり公共交通会議でこういうふうに集まるか、もしくは書面で会

議を行うかのどちらかで諮って、地域の方の実情に合ったポイント設定にしていきたいと

考えております。 

 

《委員》 

やはり様々なご意見がある中で、事務局は本当に難しい判断とか、他の事業等の影響が

与えないかとか、難しいこともあるかと思いますが、よりよい公共交通の実現に向けてご

尽力いただければと思いますので、何卒よろしくお願いいたします。 

 

《会長》 

ありがとうございました。それでは事務局には新しい試みでありますから、しっかりと

効果のある実施をしていただきたいと思います。それでは8番目の議案に移ります。 

 

（8） 南アルプス市地域公共交通計画の評価等結果について 

《事務局説明 資料p22》 

 

《会長》 

議案(8)の説明がありました。委員さんから何かご質問があれば受けたいと思います。 

 

《委員》 

高齢者タクシー利用助成券の申請についてですけど、3,278人からあの申し込みがあった

ということですけど、実際利用された利用率っていうのは？要するに、もらって使わない

人もいるし。4,300件を目指しているんですけれど、分かりましたらお願いします。  

 

《事務局》 

７割程です。 
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《会長》 

議案(8)が終わりました。(9)その他、何か事務局からありますか。  

では議事は終了させていただきます。ありがとうございました。 

 

6. その他 

なし 

 

7. 講評 

アドバイザーの欠席のため割愛 

 

8. 閉会 

《事務局》 

閉会の言葉を篠原副会長にお願いします。 

 

《副会長》 

長時間にわたり慎重審議大変ありがとうございました。  

あくまでも実証運行を行うということですから、今後いろいろな問題が出てこようと思

うんですね。そしてこれだけの広い中を2台のＡＩデマンドでやると言ったら、実際問題、

120の停留所自体が本当に間に合うかなというふうですから、半分に分けて１台ずつ路線

をとりあえずつくっておいて、その中で要するにＡＩでカットしながら回っていくという

かたちに最終的にはなろうかと思うんですが。  

私も他市を参考にさせていただけば、ＡＩデマンドではその120カ所の停留所で広告も

載せるからとお金を取って、１ポール立てるからいくらというような形でやっている市町

もございます。そういうことも今後の中で考えていけばよろしいかなと思っております。

どっちみちかなりの負担がかかってきます。最終的には先ほど委員が言いましたように、

路線バスは路線バスの今後存続していく理由がありますし、タクシーを使うからいいって

いう問題でもないと私は思うんです。タクシーの本来やってる仕事がこのＡＩデマンドに

よって、今までやっていた仕事が段々なくなっていくっていうようなことでもちょっとま

ずいのではないかなと思いながら、このＡＩデマンドが何のために、全部の利用者の都合

のために全ていいって呼ぶものじゃないし、例えば店で待ってもらって、行きたければタ

クシーを使ってもらう、通常のタクシーの使い方。そのようなことも考えながら今後進め

ていけたらというような感じがいたしました。 

長時間にわたり、第１回公共交通会議お疲れ様でした。以上をもちまして終了とさせて

いただきます。ありがとうございました。  

 

《事務局》 
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ありがとうございました。次回の会議は11月を予定しております。第１回南アルプス市

地域公共交通会議を閉会といたします。ご協力いただき、ありがとうございました。 お疲

れ様でした。 


